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令和４年度の沼田市における主要な施策の成果報告書 
 

 

 

  地方自治法第２３３条第５項の規定により、本市の令和４年度における 

 

主要な施策の成果を報告いたします。  

 

 

 

 

      令和５年８月３０日  

 

 

 

 

 

    沼田市議会議長  中 村 浩 二  様 
 

 

 

 

 

                                                                 

     沼田市長  星 野   稔  



１財政の状況

（１） 財 政 規 模 の 推 移

 一　般　会　計

（単位：千円）

1 歳 入 総 額 (A) 29,767,633 27,168,678 24,742,748

2 歳 出 総 額 (B) 28,633,515 25,926,036 23,540,240

3 歳 入 歳 出 差 引 額 (A)－(B） (C) 1,134,118 1,242,642 1,202,508

4 翌年度に繰り越すべき財源 (D) 332,074 265,117 346,039

5 実 質 収 支 (C)－(D） (E) 802,044 977,525 856,469

6 単 年 度 収 支 (F) 141,837 175,481 △ 121,056

7 積 立 金 (G) 969 192,632 1,518

8 繰 上 償 還 金 (H)

9 積 立 金 取 崩 し 額 (I) 62,257 529,825

10 実 質 単 年 度 収 支 80,549 368,113 △ 649,363

区　　分

　　　　　　　　　　　　　　　年　　度

(F)+(G)+(H)-(I)

令和４年度令和２年度 令和３年度
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（２） 指 数 等

○ 基準財政需要額 １２，２４７，１７２ 千円

○ 基準財政収入額 ６，１２７，２１５ 千円

○ 標準財政規模 １４，０７０，６７９ 千円

○ 地方債現在高 ２７，５１６，６５８ 千円

○ 公債費負担比率 １１．７ ％

○ 公債費比率 ４．０ ％

○ 債務負担行為額 １，８００，９５２ 千円

○ 財政調整基金積立金現在高 ３，８６０，２１１ 千円

○ 財政力指数 ０．５０２

○ 経常収支比率 ９５．９ ％

○ 経常一般財源比率 ９９．７ ％

※ 公債費負担比率、公債費比率、経常収支比率及び経常一般財源比率は、令和４年度

普通会計による算出である。

 

（３） 一般会計のあらまし

　ア　決算の概要

　令和４年度の一般会計歳出規模は、当初で２１，９５２，１３７千円であったが、そ

の後の補正により予算額を２４，９８６，１０８千円とし、前年度の繰越事業費７３

３，１７４千円を含め、予算現額を２５，７１９，２８２千円とした。これに対して決

算額は、歳入総額２４，７４２，７４８千円、歳出総額２３，５４０，２４０千円で歳

入歳出差引額は１，２０２，５０８千円である。
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歳　　入

　　　　　　区　　分
増減額(C) 増減率(%)

決算額(A)  構成比(%) 決算額(B)  構成比(%)
　款　　別 (A)-(B) (C)/(B)

1 市 税 6,283,204 25.4 6,251,338 23.0 31,866 0.5

2 地 方 譲 与 税 308,437 1.2 294,382 1.1 14,055 4.8

3 利 子 割 交 付 金 2,130 0.0 4,061 0.0 △1,931 △47.5

4 配 当 割 交 付 金 27,491 0.1 32,864 0.1 △5,373 △16.3

5 株式等譲渡所得割交付金 20,850 0.1 36,380 0.1 △15,530 △42.7

6 法 人 事 業 税 交 付 金 96,343 0.4 63,923 0.2 32,420 50.7

7 地 方 消 費 税 交 付 金 1,181,567 4.8 1,172,279 4.3 9,288 0.8

8 ゴ ル フ 場 利 用 税交 付金 12,135 0.0 10,631 0.0 1,504 14.1

9 環 境 性 能 割 交 付 金 31,266 0.1 29,131 0.1 2,135 7.3

10 地 方 特 例 交 付 金 39,275 0.2 141,660 0.5 △102,385 △72.3

11 地 方 交 付 税 6,815,002 27.5 6,939,869 25.6 △124,867 △1.8

12 交通安全対策特別交付金 8,931 0.0 8,694 0.0 237 2.7

13 分 担 金 及 び 負 担 金 64,333 0.3 72,147 0.3 △7,814 △10.8

14 使 用 料 及 び 手 数 料 138,596 0.6 117,752 0.4 20,844 17.7

15 国 庫 支 出 金 3,822,999 15.5 5,014,620 18.5 △1,191,621 △23.8

16 県 支 出 金 1,639,271 6.6 1,642,549 6.0 △3,278 △0.2

17 財 産 収 入 86,112 0.3 68,266 0.3 17,846 26.1

18 寄 附 金 119,437 0.5 124,339 0.5 △4,902 △3.9

19 繰 入 金 890,715 3.6 283,391 1.0 607,324 214.3

20 繰 越 金 742,642 3.0 724,118 2.7 18,524 2.6

21 諸 収 入 1,483,223 6.0 2,022,022 7.5 △538,799 △26.6

22 市 債 928,789 3.8 2,114,262 7.8 △1,185,473 △56.1

24,742,748 100.0 27,168,678 100.0 △2,425,930 △8.9

令和４年度

イ

　令和４年度歳入予算現額２５，７１９，２８２千円に対し、調定額は、２４，８４８，１４５千円、

収入済額２４，７４２，７４８千円で、不納欠損額１９，７０９千円、収入未済額８５，６８７千円で

ある。

　歳入決算額の款別の対前年度比較は、次の表のとおりである。

令和３年度

歳  　入　  合　  計

        （単位：千円）

比     較
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歳　　出

　

 （単位：千円）

　　　　区　　分
増減額(C) 増減率(%)

決算額(A) 構成比(%) 決算額(B) 構成比(%)
　款　　別 (A)-(B) (C)/(B)

1 議 会 費 187,880 0.8 194,507 0.8 △6,627 △3.4

2 総 務 費 2,977,928 12.7 3,197,845 12.3 △219,917 △6.9

3 民 生 費 6,991,408 29.7 7,581,470 29.3 △590,062 △7.8

4 衛 生 費 3,129,090 13.3 3,057,227 11.8 71,863 2.4

5 労 働 費 137,741 0.6 22,375 0.1 115,366 515.6

6 農 林 水 産 業 費 655,388 2.8 582,372 2.2 73,016 12.5

7 商 工 費 2,043,104 8.7 2,546,852 9.8 △503,748 △19.8

8 土 木 費 2,383,841 10.1 3,314,709 12.8 △930,868 △28.1

9 消 防 費 800,358 3.4 826,500 3.2 △26,142 △3.2

10 教 育 費 2,120,104 9.0 2,591,991 10.0 △471,887 △18.2

11 災 害 復 旧 費 124,906 0.5 38,751 0.1 86,155 皆　増

12 公 債 費 1,988,492 8.4 1,971,437 7.6 17,055 0.9

23,540,240 100.0 25,926,036 100.0 △2,385,796 △9.2

令和４年度

ウ

歳 出 合 計

　令和４年度歳出予算現額２５，７１９，２８２千円に対し、支出済額２３，５４０，２４０千

円、翌年度繰越額１，２７８，０７４千円、不用額９００，９６８千円である。

　歳出決算額の款別の対前年度比較は、次の表のとおりである。

比     較令和３年度
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　次に歳出決算額の性質別経費の対前年度比較は、次の表のとおりである。

（単位：千円）

　　　　区　　分

増減額(C) 増減率(%)
決算額(A) 構成比(%) 決算額(B) 構成比(%)

性　質　別 (A)-(B) (C)/(B)

1 人 件 費 3,710,146 15.8 3,817,986 14.7 △107,840 △2.8

2 物 件 費 4,364,391 18.5 3,778,673 14.6 585,718 15.5

3 維 持 補 修 費 524,699 2.2 621,943 2.4 △97,244 △15.6

4 扶 助 費 4,462,483 19.0 4,985,067 19.2 △522,584 △10.5

5 補 助 費 等 3,701,868 15.7 5,104,153 19.7 △1,402,285 △27.5

6 公 債 費 1,988,492 8.5 1,971,437 7.6 17,055 0.9

7 積 立 金 587,162 2.5 756,889 2.9 △169,727 △22.4

8 投資及び出資金・貸付金 157,164 0.7 157,066 0.6 98 0.1

9 繰 出 金 2,267,261 9.6 2,285,365 8.8 △18,104 △0.8

10 普 通 建 設 事 業 費 1,631,852 6.9 2,406,613 9.3 △774,761 △32.2

11 災 害 復 旧 事 業 費 144,722 0.6 40,844 0.2 103,878 皆　増

23,540,240 100.0 25,926,036 100.0 △2,385,796 △9.2歳 出 合 計

比     較令和３年度令和４年度
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エ 地方債の現在高

（単位：千円）

令和３年度末 令和４年度末

現 在 高  A 発行額 B 償還額 C 現在高 A+B-C

1 公 共 事 業 等 債 865,182 78,800 71,545 872,437

2
防災・減災・国土強靱化緊急対
策 事 業 債

19,900 19,900

3 公 営 住 宅 建 設 事 業 債 998,975 26,634 972,341

4 災 害 復 旧 事 業 債

5 (旧 )緊急防災・減災事業債 176,166 114,972 61,194

6 全 国 防 災 事 業 債 646,059 31,484 614,575

7 教育・福祉施設等整備事業債 498,440 127,900 70,751 555,589

8 一 般 単 独 事 業 債 13,967,522 315,900 535,008 13,748,414

9 過 疎 対 策 事 業 債 663,918 120,000 51,920 731,998

10 財 源 対 策 債 584,419 62,400 32,111 614,708

11 減 収 補 て ん 債 91,872 1,540 90,332

12 減 税 補 て ん 債 46,593 18,892 27,701

13 臨 時 財 政 対 策 債 9,915,894 223,789 934,107 9,205,576

14 県 貸 付 金 3,423 1,530 1,893

28,478,363 928,789 1,890,494 27,516,658

　 　 　

区    　　　　　分
令和４年度中の発行･償還

合　　　　　計

　令和４年度末の市債の現在高は２７，５１６，６５８千円で、前年度に比べると９６１，７０

５千円の減少であり、事業別内訳は、次の表のとおりである。
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（４） 特別会計の状況

　　令和４年度における特別会計決算の状況は、次の表のとおりである。

（単位：千円）

予算現額 歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差引額

5,622,820 5,636,217 5,587,263 48,954

692,523 689,555 688,992 563

6,364,731 6,310,156 6,093,091 217,065

393,773 26,286 19,074 7,212電 気 事 業 特 別 会 計

区　　　　　　分

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計
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2 1 住民自治振興事業 9,313 ◎コミュニティ施設整備費補助事業

【市民協働課】 　「沼田市コミュニティ施設整備費補助金交付要綱」に

基づく補助金を交付し、コミュニティ活動の拠点となる

施設の整備を推進した。

◎コミュニティ助成事業

　（一財）自治総合センター及び（公財）群馬県市町村

振興協会からの助成を受け、町に対する事業助成を行い、

コミュニティ活動の推進を図った。

（一財）自治総合センターコミュニティ助成金

（公財）群馬県市町村振興協会魅力あるコミュニティ

助成金

防犯対策事業 10,743 ◎防犯灯新設工事

【地域安全課】  　各町区長からの申請に基づき、ＬＥＤ防犯灯を設置し、

地域住民の夜間の安全確保と犯罪の防止に努めた。

　工事費　７９２千円（新設：２２灯）

◎防犯カメラ保守管理業務

　通学路等に設置した防犯カメラ５０基の保守点検を行

い、地域住民の安全確保と犯罪の防止に努めた。

　委託料　４０７千円

◎防犯活動団体への助成

　市内で活動する防犯活動団体等へ負担金を交付するこ

とにより、防犯活動の推進を図った。

　・利根沼田暴力追放推進協議会　　　　　　６１千円

　・利根沼田地区防犯協会　　　　　　１，１４４千円

　・利根沼田地区職場警察連絡協議会　　  　１４千円

◎防犯灯電気料補助金

 　各町等で管理する防犯灯の電気料に対して「沼田市防

犯灯電気料補助金交付要綱」に基づき、５０％の補助金

を交付した。

　補助金　５，６３７千円（５，２６６灯）

西原新町区 ５，９１４千円 ２，４５３千円

上川田町区 ７５４千円 ７５３千円

善桂寺町区 ８６７千円 ８６６千円

上久屋町区 ２，７１７千円 ２，４００千円

事業主体 事業費 補助金

西原新町区 ５，９１４千円 １，２２６千円

事業主体 事業費 補助金

事業主体 事業費 補助金

下久屋町区 ２６２千円 　６５千円

款 項
事　　　業　　　名

【担当課名】
決 算 額
（千円）

成　　　　　　　　　果
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職員研修事業 3,875 　地方分権の進展に伴い、地方自治体の自立が求められ
【職員課】 ている中、職員の自己啓発を助長し、資質の向上を図る

ため、コロナ禍で実施に制約があったものの、公務員と

法的・実務的な各分野の研修を、職員の経験年数や職務
上の役割などを考慮し、それぞれの階層に応じた職員研
修を実施した。
１　一般研修
  （１）新規採用者研修
  　　  前期 ３８人（４月５日～８日）
     　 後期 ３６人（１０月５日～７日）
        事前 １３人（３月１１日）
  （２）在職者研修
　  ・群馬県市長会（第64回職員研修）
　　　　　３人（１０月４日～５日、１０月２１日、
　　　　 　　　１１月１７日～１８日）
　　・沼田市・渋川市合同職員研修(初級Ⅰ)　
　　　　　８人（８月２５日・１月２６日）
　　・沼田市・渋川市合同職員研修(初級Ⅰ)　
　　　　　フォローアップ研修
　　　　　８人（２月２日）
　　・主任級研修　２１人（５月２７日）
２　特別研修
  （１）専門研修（集合研修）
　　・法制執務研修（初級）
　　　　２２人（８月３０日～３１日）
　　・法制執務研修（中級）
　　　　２５人（９月１日～２日）
　　・人事考課制度研修（評価者研修）
　　　　２５人（４月２６日）
　　・ハラスメント研修
　　　　４８人（５月１８日）
　　・ストレスチェック研修
　　　　１７人（１１月１４日）
　　・メンタルヘルス研修（定住自立圏推進協議会）
　　　　５１人（１０月１８日）
　　・接遇研修①
　　　　３８人（４月６日）
　　・接遇研修②
　　　　３６人（５月１９日）
　　・交通安全研修　
　　　　１６人（１２月２３日）
　　・面接官養成研修
　　　　　８人（１０月１１日）
　　・再任用職員研修
　　　　２０人（９月２７日）
　　・ＳＤＧｓ研修
　　　　６１人（２月９日）
  （２）専門研修（派遣研修）
    ・県・市町村職員合同研修　　１１講座　３４人
    ・日本経営協会研修（会場受講）３講座　　３人
    ・日本経営協会研修（ｵﾝﾗｲﾝ） ３１講座　３１人
    ・市町村職員中央研究所研修 　 ７講座　　７人

しての基本的な知識及び心構えの修得をはじめとして、

- 9 -



職員福利厚生事業 6,239 ◎職員健康診断

【職員課】 　職員の健康保持増進及び勤務能率の向上を図るため、

沼田市職員健康管理規程に基づき健康診断を実施した。

    ・定期健康診断〔一般〕

    　　受診者　２５４人（８月）

  　・定期健康診断〔特別〕

        夏季受診者　１１７人（７月）

        冬季受診者　１１３人（１月）

◎ストレスチェック

　職員のメンタルヘルス不調を未然に防止するため、労

働安全衛生法に基づくストレスチェックを実施した。

  　・受検者　６９１人（７月～９月）

◎職員厚生費助成

　公務能率の向上を図るため、福利厚生の充実を目的に

職員互親会への助成を行った。

　　・人間ドック受診者　３０１人

◎健康管理対策事業助成

　群馬県市町村職員共済組合から助成を受け、互親会の

行う健康管理対策事業へ支出した。

　　・助成対象者　４２０人

文書管理事業 97,555 ◎一般行政事務委託
【総務課】 　「沼田市一般行政事務の委託に関する規則」に基づき

各区との委託契約を締結し、広報紙や周知文書等の配布
を行うなど、市と区における連絡調整を行い、行政運営
の円滑な推進を図った。
　一般行政事務委託料　８２行政区　５５，２３４千円

｢広報ぬまた｣発行事業 10,462 　市民と市政を結ぶ広報活動として、「広報ぬまた」を
【秘書課】 毎月１日に発行した。市内全世帯のほか、官公庁等へ配

布し、行政情報の提供に努めた。

沼田エフエム放送活用 5,514 　マスメディアによる広報活動として、午前と午後の２
事業 回、それぞれ１０分間、沼田エフエム放送を活用して即
【秘書課】 時性のある行政情報の提供に努めた。

ホームページ運営事業 2,301 　コンテンツ・マネジメント・システム（ＣＭＳ）によ

【秘書課】 り、各担当課からページを作成することが出来るため、

最新情報を素早く正確に発信できるように努めた。

　また、トップページの充実を図り、市内向けページで

は新着更新情報を、市外向けページは、市内における季

節ごとの風景の画像や観光イベント等、分かりやすく発

信するように努めた。

　さらに、ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッター、イン

スタグラム）を活用し、各行事のお知らせや開催の様子、

施策などの各種情報発信を積極的に行った。
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財産管理費 13,163 　公有財産（行政財産及び普通財産）及び物品の適正な
【財政課】 維持管理を図った。

　旧市役所敷地内に敷設されている水道管の布設替を行
繰越明許費（外書） 6,129 った。また、県立沼田高等技術専門学校敷地（旧職業訓

練校跡地）の測量を行った。

庁舎等複合施設管理事 205,055 　庁舎等複合施設（テラス沼田）として、安全かつ適正
業 な管理を行うと共に、１階部分の多目的スペースや防災
【財政課】 広場について一般貸し出し等行い有効利用を図った。

下之町駐車場管理事業 21,785 　下之町駐車場の適切な管理に努め、中心市街地の道路
【財政課】 交通の円滑化と利便性の向上を図った。駐車区画４２９

台のうち３０９台はタイムズ２４(株)へ管理業務を委託
し、普通駐車（時間単位での駐車）として利用すると共
に、駐車区画１２０台分を同社へ賃貸した。

トレーニングプラザ管 27,680 　庁舎等複合施設（テラス沼田）にトレーニングプラザ
理事業 を設置し、市民の健康づくり、体育・スポーツの拠点施
【財政課】 設の一つと位置づけ、行政の各分野・団体等と連携を図

り、市民の健康増進・スポーツ振興を図った。
　また、スマートウェルネスぬまたと連携し、健全な心
身の発達と健康的な生活の向上を促進し、健康寿命の延
伸を図った。

庁舎整備基金事業 100,000 　将来の庁舎整備のため基金の積み立てを行った。
【財政課】

利根支所庁舎管理費 55,808 　適切な施設の維持管理に努めるとともに、第１期アク
（利根支所） ションプランに基づき、旧庁舎解体工事並びに新庁舎の
【利根支所】 実施設計業務を行った。

ファシリティマネジメ 219,685 　ファシリティマネジメント施策の一環として、公共施
ント推進事業 設１３９施設７０９業務について、包括施設管理業務を
【財政課】 実施し、業務の集約化、適正化を図った。

企画管理費 45,593 　利根沼田地域の中核市として、利根沼田広域市町村圏
【企画政策課】 振興整備組合の運営費を負担することにより、共同処理

業務の円滑な運営に努めるとともに、行財政改革の推進

に努めた。

水と緑の大地ふるさと 172,488 　沼田市の魅力を全国にＰＲできる返礼品の開拓に努め、
ぬまた寄附事業 寄附者及び寄附金額の増加を図った。
【企画政策課】

寄附者 ７，２００件
寄附金額 １１２，７２６千円
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シン・ヌマタ事業 356 　利根沼田定住自立圏内における「風の谷」具現化に向

【企画政策課】 けて、その運動論を推進する者に委託し、市内で行われ

た調査研究に対しその費用を支出した。

　また、文化・芸術の風薫るまちづくりへの一助とする

ため、ヌマタ・アート・アンバサダーを設置し、委嘱し

た２名によるイベントを開催する等の活動を行った。

行政情報化推進事業 172,045 　グループウェアについて、端末機器の更新時期となっ

【企画政策課】 たことからリプレイスを行った。また、国のＤＸ施策の

推進に対応していくために、人材育成と職員意識醸成の

ためのＤＸ人材育成研修を開催した。

国際交流事業 4,721 　沼田市国際交流協会の活動を支援するとともに、外国

【企画政策課】 人の日本語学習の機会を提供するため、日本語教室を開

催し、地域における多文化共生の取組を推進した。

準市民交流事業 316 　準市民へ沼田市電子地域通貨ｔｅｎｇｏｏのポイント

【企画政策課】 をプレゼントすることにより、準市民の帰郷機会を創出

し、それに伴う地域の活性化を図った。

集落支援員事業（利根 382 　人口の減少や高齢化等の進行が著しい過疎地域におい

支所） て集落支援員２人を委嘱し、定期的な集落巡回や各戸訪

【利根支所】 問で生活状態等を把握し、生活環境の改善と地域住民の

安心・安全な生活の確保を図った。

交通安全対策管理費 780   交通安全の普及推進を図るため、各地区交通安全会へ

【地域安全課】 の活動費補助を行ったほか、高齢者運転免許証自主返納

支援事業に協力し、高齢運転者の交通事故防止に努めた。

　・交通安全会連合会補助金（７地区）　　３０５千円

　・高齢者運転免許証自主返納支援事業（１７９件）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９５千円

交通指導員活動事業 5,290   安全で快適な生活を送るため交通指導隊を設置し、児

【地域安全課】 童生徒の通学時の街頭指導を実施し、交通事故防止に努

めた。

　なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、交通

安全教室の開催自粛や沼田まつりをはじめとした各種祭

事、地域行事は開催中止となり、交通指導等の活動が減

少したが、実施可能な交通安全教育を通じ、交通安全思

想の普及に努めた。

　・交通指導隊年間出動状況

１１回   ３０人

項　　目 出動回数 出動延べ人員

街　頭　指　導 ８７回 ８９２人

交通安全教室等
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交通安全推進事業 613 　新型コロナウイルス感染症の影響により、保育園・幼

【地域安全課】 稚園の交通安全教室の開催や地域の高齢者の集いが自粛

されたが、感染状況に配慮しながら、タフティクラブの

協力により安全活動・安全教育の徹底を図った。

　さらに、各季の交通安全運動に取り組むとともに、市

役所総合案内窓口における反射材の配布など交通安全意

識の高揚と推進を図った。

　また、交通注意看板を設置し、交通安全への注意喚起

による交通事故防止に努めた。

　・タフティクラブ活動状況

　・各季の交通安全運動

 春の全国交通安全運動　　　　　４月　６日～１５日

 夏の県民交通安全運動　　　　　７月１１日～２０日

 秋の全国交通安全運動　　　　　９月２１日～３０日

 冬の県民交通安全運動　　　　１２月　１日～１０日

　・総合案内窓口等における反射材の配布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２，３００個

　・交通注意看板の設置　　 　　　　　　　　１０本

道路標示整備事業 9,438 　通学路や生活道路を中心にセンターラインや外側線等

【地域安全課】 の補修を行い、道路施設の安全確保に努めた。

　・第一期工事　７，９７５千円

　・第二期工事　１，４６３千円　

市町村乗合バス運行事 96,184 　バス事業者に委託してデマンドバス及び路線バス６路

業 線（佐山線・岩本線・中山本宿線・迦葉山線・南郷線・

【企画政策課】 根利尾瀬高校線）バスを運行するとともに、川場村循環

線及び昭和村循環線の運行費の一部負担を行い地域住民

の移動手段を確保した。

　また、ぬまくる乗り方ガイドマップ・路線バス時刻表

（小冊子）の作製等を行い、利用者の利便性向上及び利

用拡大に努めた。

高速バス運行支援事業 12,198 　高速バスアップル号の運行を支援するため、運行費用

【企画政策課】 の一部を補助した。

新型コロナウイルス 4,030 　コロナ禍に加え、原油価格高騰により負担が増大して

感染症対策事業 いる市内交通事業者（路線バス・タクシー・代行）１２

(公共交通対策事業) 事業者に支援金を交付し、市内交通機関の維持・存続を

【企画政策課】 図った。

区　　　分 回　数 対象人員

幼児交通安全教室 　３回 　１８２人
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消費行政推進管理費 369 　消費生活センターにおいて、消費生活全般に関する苦
【市民協働課】 情や相談、問合せなどに対し、消費者保護の観点から助

言やあっせんなどを行った。
・消費生活センター相談受付件数

消費者啓発事業 1,238 　消費生活出前講座や消費者講演会、消費者啓発用リー
【市民協働課】 フレットの配布などの啓発事業を実施した。

特殊詐欺等対策事業 477 　悪質商法や特殊詐欺の被害から市民を守るため、一定
【市民協働課】 の対策機能を持った電話機等を購入した高齢者世帯に対

し補助金の交付を行った。
　・交付決定　　９２件　４６０，０００円

市民協働推進事業 545 　市民の自主的な活動を促進するため、出前講座の実施
【市民協働課】 やまちづくり事業補助金の交付を行った。

　・市民協働のまちづくり出前講座（３４講座実施）
　・市民協働によるまちづくり事業補助金
　　５事業に対して、５４５千円を交付

市民活動センター管理 8,060 　協働のまちづくりを推進するため、協働の担い手を育
運営事業 み、市民活動を育成・支援する場として市民活動センタ
【市民協働課】 ーを運営するとともに、市民活動拠点コミュニティテラ

スの管理を行った。

　・情報紙「ホットニュースぬまたん家」発行　４回
　・「ちょこっと体験教室」の開催　２回
　・「市民活動実践講座」の開催　９月
　・「みんなのパネル展」の開催　２月

地域自治推進事業 4,737 　地域づくりを推進するため、講演会や座談会において
【市民協働課】 は、多様な人々の参加や新たな人材の発掘を図り、人口

減少・高齢化が進展しても、安心して暮らせる地域コミ
ュニティの仕組みづくりを行った。

　地域コミュニティの在り方検討委員会を設置し、地域
づくりモデル地区の取組や市内各団体の現状・課題等に
ついての論議を重ね、その提言を基に、令和５年３月に
「沼田市地域コミュニティビジョン」を策定した。

項　　　　　　　　　　　目 件数

電話勧誘販売

６５
訪問販売 ４０
通信販売 １１８
マルチ・マルチまがい取引 １

ネガティブ・オプション ０
訪問購入 ５
その他無店舗販売 ３
その他（不明・無関係） １６３

合　　　　　　　　　　　計 ４２０

販売購入
形態別
苦情・
問合せ

店舗購入

２５
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各地区コミュニティセ 11,244 　地域住民の連帯意識を高めるとともに、心豊かなコミ
ンター管理運営事業 ュニティ形成の促進を図ることを目的とし、地域住民の
【市民協働課】 様々な活動の場及び体験の場としての事業を実施した。

男女共同参画推進事業 421 　性別にかかわらず、誰もが個人として尊重され、その
【市民協働課】 個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会を形成

するため、男女共同参画推進委員会や庁内推進会議によ
る検討を進めるとともに、情報紙発行等により、啓発を
図った。
　・連続講座　２回
　・男女共同参画講演会　１回
　・男女共同参画情報紙「ハピネス」の発行　１２月
　・男女共同参画職員研修　２回

人権啓発事業 1,723 　前年度に実施した市民の人権意識調査を基礎資料とし
【市民協働課】 て、「沼田市人権尊重のまちづくり計画」を策定した。

　職員がＤＶ等人権に関する相談に応じた。
　行政相談委員、人権擁護委員が第１・３月曜日に開催
される「ふれあい総合相談」において交替で相談に応じ
たほか、「行政相談週間」「人権週間」等に合わせ、そ
れぞれ特設相談所を開設し、相談に応じた。

　人権擁護活動、更生保護活動を支援するため、負担金
や補助金を交付した。
　・５団体　２９４千円

2 3 戸籍住民基本台帳管理 49,428 　戸籍・住民基本台帳法に基づく諸証明の発行、戸籍届
費 出の受付・記載、住所異動届等の受付・記載、転出証明
【市民課】 書の交付、埋火葬許可証の交付、印鑑登録と証明書の交

付、自動車臨時運行許可証の交付業務等を行った。
　また、マイナンバーカードの交付業務等を行った。

○戸籍に関すること

○住民基本台帳に関すること

センター名 講座等参加者 施設利用者数
利南地区 499 4,289
池田地区 581 3,528
薄根地区 148 6,433
川田地区 146 3,741
白沢地区 341 1,874
利根地区 140

合計 1,855 19,865

本 籍 数    ２３，１５４戸籍
年度末

本籍人口    ５４，０３０人
証明交付件数    ２１，２１７件 年間

世 帯 数 　 ２０，６０５世帯
年度末

人    口 　 ４４，９２１人
住民票の写し等交付件数  　８４，６２９件 年間
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○マイナンバーカードに関すること

○ 繰越事業
繰越明許費（外書） 1,320 　マイナンバーカード所有者の転出・転入手続きのワン

ストップ化に対応するためのシステム改修を行った。

旅券事務管理費 2,860 　群馬県からの権限移譲により、身近な場所で一般旅券
【市民課】 の発給申請受付事務及び作成された旅券の交付事務を行

い市民の利便性の向上を図った。

○申請件数　　２３７件
　交付件数　　２３７件

2 5 就業構造基本調査 2,173 　国民の就業及び不就業の状態を調査し、全国及び地域
別の就業構造に関する基礎資料を得ることを目的として

【総務課】 実施した。

3 1 生活困窮者自立支援事 15,003 　生活困窮者に対し自立相談支援事業や住居確保給付金
業 の支給、子どもの学習支援事業を実施し、生活保護に至
【社会福祉課】 る前段階の自立支援を行った。

　○自立相談支援事業
　　・相談延べ件数　１５８件
　　・支援対象者数　　４０人
　　・常用就職者数　　１２人
　○住居確保給付金事業
　　・相談延べ件数　　２０件
　　・受給者数　　　　１７人
　　・常用就職者数　　　６人
　○子どもの学習支援事業
　　・支援者数　　　　３７人

生活困窮者自立支援金 12,649 　新型コロナウイルス感染症の影響により生活困窮する
支給事業 世帯に対して、既に総合支援資金の再貸付が終了するな
【社会福祉課】 どにより、特例貸付を利用できない世帯に対して就労に

よる自立等を図るため、支援金の支給を行った。
　○生活困窮者自立支援金支給事業
　　・申請件数　　　２６件
　　・再申請件数　　２８件
　　・給付件数　　　４６件

住民税非課税世帯等臨 　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様
時特別給付事業 々な困難に直面した方々への速やかな生活・暮らしの支
【社会福祉課】 援として、住民税非課税世帯等に対し１世帯あたり１０

万円を給付することにより経済的な支援を図った。

繰越明許費（外書） 98,591 　　・給付件数　　　　　　９３２件

カード交付件数 　 １２，６８４件　 年間
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非課税世帯等物価高騰 101,654 　令和４年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
対策支援事業 時交付金(コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分)
【社会福祉課】 を活用し、コロナ禍に加え、原油価格・物価高騰により

生活に困窮する世帯(住民税非課税世帯等)に対し１世帯
あたり２万円を給付することにより生活支援を図った。

・給付件数　　　　４，９６８件

電力・ガス・食料品等 247,840 　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏ま
価格高騰緊急支援給付 え、特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課
事業 税世帯等）に対し１世帯あたり５万円を給付することに
【社会福祉課】 より経済的な支援を図った。

・給付件数　　　　４，８６６件

新型コロナウイルス 6,442 　市内に所在する高齢者介護・福祉施設等に対し、食材
感染症対策事業（老人 費の高騰に対する補助を行い、利用者が健康で安心して
福祉管理費） 暮らせるよう支援を行った。
【介護高齢課】 　・事業者数　２５事業者

　

敬老事業 16,204 ◎敬老事業補助金
【介護高齢課】 　敬老事業を行う行政区等に対し、補助金を交付した。

◎敬老祝金
　対象者に敬老祝金を支給した。

◎慶祝訪問
　数え１００歳の高齢者４０人に慶祝訪問を実施した。

老人クラブ助成事業 1,462 　親睦とスポーツ、文化活動を通じて、生きがいづくり
【介護高齢課】 に努めるとともに、地域でのボランティア活動の促進と

高齢者相互支援の推進を図った。
　・助成数　３６単位クラブ、会員数　１，３４８人

敬老バスカード助成事 6,365 　６５歳以上の高齢者の移動確保のため、バスカード１
業 枚につき１，０００円を助成し、バスの利用者負担の軽
【介護高齢課】 減を図った。

　・販売枚数　２，１２０枚

地区名 対象者数
沼田地区 ４，０９４人
利南地区 １，２２８人
池田地区 ５０８人
薄根地区 １，０３５人
川田地区 ６３６人
白沢地区 ６２６人
利根地区 ８３２人

計 ８，９５９人

区分 支給額 支給者数
８８歳 １０千円 ３６７人
９９歳 ３０千円 ３６人

１００歳 ８０千円 ２４人
１０１歳以上 １０千円 ２８人
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シルバー人材センター 9,807 　高齢者の就業意欲と生きがい対策の推進を図るためシ
助成事業 ルバー人材センターに補助した。
【介護高齢課】 　・会員数　４４９人、就業延人員　４５，０３５人

ふれあい福祉センター 22,743 　ふれあい福祉センターの受付業務を沼田市社会福祉協
管理運営事業 議会に委託して実施した。
【介護高齢課】 　・年間延利用者数　３１，６１４人

広域圏老人ホーム管理 48,726 　利根沼田広域市町村圏振興整備組合老人ホーム管理費
費負担事業 負担金を各構成市町村で負担した。
【介護高齢課】

白沢健康福祉センター 19,560 　白沢健康福祉センターの受付業務を沼田市社会福祉協
管理運営事業（白沢支 議会に委託して実施した。
所） 　・年間延利用者数　３１，２６４人
【介護高齢課】

在宅介護支援センター 2,400 　高齢者や高齢者を介護する人に対して、在宅介護に関
運営事業 する総合的な相談に応じ、必要な保健、福祉、介護保険
【介護高齢課】 サービスを受けられるように関係機関と連絡調整を行う

ため、在宅介護支援センター４か所に委託し事業を実施
した。
　・実態把握件数　２，６６５件
　・延相談件数　　５，０１５件

緊急通報体制等整備事 4,195 　ひとり暮らし高齢者の生活不安を解消するため、電話
業 回線を利用した緊急通報システムを１８７世帯にレンタ
【介護高齢課】 ルした。

高齢者はり・きゅう・ 605 　快適で健康的な生活を維持していくために、７０歳以
マッサージサービス事 上の方を対象にはり・きゅう・マッサージ施術の助成を
業 行った。
【介護高齢課】 　・利用者数　１７６人

在宅寝たきり高齢者等 1,788 　在宅で寝たきりの人や認知症の高齢者で、常時おむつ
おむつサービス事業 を必要とする人に紙おむつを配送した。
【介護高齢課】 　・利用者数　１１５人

介護慰労金事業 540 　在宅寝たきり高齢者等を介護する家族９人に対し介
【介護高齢課】 護慰労金として、年５４０，０００円を支給した。

老人保護措置事業 42,274 　主に経済的な理由で居宅において養護を受けることが
【介護高齢課】 困難な高齢の自立者を入所させ、養護することを目的に

養護老人ホームに措置した。
　・令和４年度末現在の措置入所者　　１２人
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老人福祉施設整備費等 407 　民間の老人福祉施設設置の促進を図り、老人福祉の向

償還費補助事業 上に資するため、社会福祉法人２法人に社会福祉施設整

【介護高齢課】 備に係る償還費と利息の補助を行った。

沼田市介護保険居宅 152 　介護保険制度施行に伴う特別対策として、制度施行前

サービス利用者負担助 から訪問介護サービスを利用していた障害者や、社会福

成事業 祉法人等が実施する生計困難者に対する介護保険サービ

【介護高齢課】 スの利用者負担額減免措置に対して利用料の一部を助成

し、生活困難者であっても安心して介護サービスを利用

することができるように努めた。

　・利用者負担額軽減　２人

介護予防サービス計画 20,937 　介護保険法に基づき、要支援者が介護予防サービスや

作成事業 介護予防に資する保健福祉サービスなどを適切に利用で

【介護高齢課】 きるよう介護予防サービス計画を作成するとともに、サ

ービス提供が確保されるよう連絡調整等を行うことによ

り、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を継続する

ことができるよう支援に努めた。

　・介護予防サービス計画の作成数　５，４３３件

介護保険特別会計繰出 967,801 　介護保険制度の円滑な実施に資するため、介護給付費

金 や事務費等を介護保険特別会計に繰出金として支出し、

【介護高齢課】 安定した保険運営に努めた。

身体障害者補装具交付 7,121 　身体障害のある人に対して、障害のある部分を補い、

及び修理費 日常生活や職業生活を容易にするために必要な用具の交

【社会福祉課】 付や修理を行い、自立への支援を行った。

　・交付　６２件
　・修理　３２件

更生医療・育成医療事 28,342 　特別な手術や治療を受けることにより、日常生活や職

業 業生活を送るうえで支障のない身体状態に回復させるこ

【社会福祉課】 とが可能な身体障害のある人に対して給付を行い、本人

及び家族の経済的負担の軽減を図った。

　・延べ給付件数　１３５件

特別障害者手当等給付 12,200 　在宅の重度障害児・者に対し、その重度の障害故に生

事業 じる特別な負担の一助として手当を支給した。

【社会福祉課】 　・延べ給付件数 ５５０件

特定疾患等患者見舞金 1,258 　発病原因が不明で、治療法が確立されておらず、長期

支給事業 療養を必要とする特定疾患等患者や人工肛門もしくは人

【社会福祉課】 工膀胱の受術者に対し、見舞金を支給し、患者と家族の

福祉の増進を図った。

　・対象者　５２人
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社会参加支援事業 13,209 　障害のある人がテラス沼田１階に開設した福祉カフェ
（福祉ｶﾌｪippo運営） ｉｐｐｏでカフェや物販の仕事（接客や調理業務等）に
【社会福祉課】 携わることにより、自立（社会参加）に向けた職場体験

・就労機会の提供を行った。
　栄養豊富なおいしいカフェメニューと利根沼田地域の
障害福祉サービス事業所で作られた授産製品を販売した。
（令和４年度就労実績）
　・延べ職場体験　　３８７人
　・延べ施設外就労　４０６人

日常生活用具給付等事 11,497 　重度の身体障害者（児）、知的障害者（児）、精神障
業 害者、難病患者等であって自立生活支援等の日常生活用
【社会福祉課】 具を必要とする方に対し、日常生活や職業生活を容易に

するために必要な用具の給付を行った。
　・延べ給付件数　１，２６１件

地域活動支援センター 57,981 　創作的活動、生産活動の機会を提供し、社会との交流
事業 促進等の便宜を供与する地域活動支援センター機能を充
【社会福祉課】 実し、障害のある人の地域生活支援を図った。

　・延べ通所者　沼田市福祉作業所　　　３，５５３人
　　　　　　　　沼田市白沢福祉作業所　１，３５０人
　　　　　　　　あおぞら作業所　　　　１，５７３人

利根沼田地域障害者 14,734 　障害のある人、保護者、介護者等からの相談に応じ、
相談支援事業 情報提供を行い、また、権利擁護のために必要な援助を
【社会福祉課】 行った。（テラス沼田６階－障害者相談支援センター）

介護給付事業 646,104 　居宅介護、短期入所、共同生活介護、生活介護等によ
【社会福祉課】 り、主に在宅の障害のある人に対し、日常生活上必要な

介護支援を行った。
　・延べ利用者　３，８９３人

訓練等給付事業 394,980 　共同生活援助、自立訓練、就労移行支援、就労継続支
【社会福祉課】 援等により、障害のある人が自立した社会生活を送れる

よう援助した。
　・延べ利用者　２，８９９人

障害児給付事業 233,696 　障害児福祉サービスとして、児童福祉法に基づき、児
【社会福祉課】 童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援

等による障害児支援を行った。
　・延べ利用者　２，３２２人

福祉医療費 363,406 　子ども、重度心身障害者、母子、父子家庭等の医療費
【国保年金課】 の自己負担額を助成し、福祉医療対象者の福祉向上を図

った。
　・子ども　　  　４，２４５人　６１，１１２件
　・重度心身障害　１，３２７人　２９，６６５件
　・母子父子家庭　１，０９８人　１４，００７件
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国民年金管理費 532 　第１号被保険者の資格取得や裁定請求など各種届出を

【国保年金課】 適正に処理するとともに、年金制度に関する相談等を行

った。

　また、国民年金制度の理解を深めるために、広報活動

として「広報ぬまた」に掲載を行った。

保健福祉センター維持 19,534 　市民の健康づくりの推進及び市民福祉の向上並びに市

管理事業 民活動の推進を図るため、安全かつ適切な維持管理に努

【社会福祉課】 めた。

　・延べ利用者　２１，６４４人

保健福祉センター改修 150,607 　市民の健康づくりの推進及び市民福祉の向上と併せ、

事業 市民活動の推進のための施設として、より多くの方が使

【社会福祉課】 用できる施設として、１階及び３階に会議室・和室の整

備とエレベーター更新等の改修工事を行った。

3 2 子育て世帯への臨時特 　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯

別給付事業 への経済支援策として、児童１人当たり１０万円の子育

【子ども課】 て世帯への臨時特別給付金の給付を行った。

繰越明許費（外書） 2,814

児童扶養手当支給事業 180,024 　父母の離婚等により、父又は母と生計を同じくしてい

【子ども課】 ない児童を養育しているひとり親家庭等に手当を支給し

生活の安定と自立を助け、児童福祉の増進を図った。

子育て世帯生活支援特 35,991 　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、

別給付金給付事業 低所得のひとり親世帯への生活支援として、児童１人当

（ひとり親世帯分） たり５万円の子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親

【子ども課】 世帯分）の給付を行った。

子育て世帯生活支援特 20,084 　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた低所得の子

別給付金給付事業 育て世帯に対して、児童１人当たり６万円の子育て世帯

（低所得世帯分） 生活支援特別給付金（低所得世帯分）の給付を行った。
【子ども課】

３８人
第３号被保険者数 １，９１２人

　〇国民年金被保険者数（年度末）
第１号被保険者数 ５，０５４人
任意加入者数

計 １６，５０５人

計 　７，００４人

　〇国民年金受給者数（年度末）
拠出年金受給者数 １６，０３６人
無拠出年金受給者数 ４６９人
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児童手当支給事業 544,252 　家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代
【子ども課】 の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援することを目

的に手当の支給を行った。

民間保育所運営委託事 347,036 　保育を必要とする児童の民間保育所入所費用を国の公
業 定価格に基づき委託料として支出した。
【子ども課】

民間教育・保育施設給 517,663 　児童が民間教育・保育施設を利用した場合における費
付事業 用について、国の公定価格に基づき給付を行った。
【子ども課】

地域型保育給付事業 25,052 　児童が地域型保育事業を利用した場合における費用に
【子ども課】 ついて、国の公定価格に基づき給付を行った。

民間教育・保育施設補 20,969 　民間教育・保育施設に対し、保育の充実を図るため運
助事業 営費を補助し、児童福祉の向上を図った。
【子ども課】 　また、地域の児童福祉の充実を図るため、認可外保育

施設に対して補助し、児童福祉推進に寄与した。

教育・保育充実促進事 51,883 　民間教育・保育施設が行う病児保育、一時預かり保育、

業 地域活動、障害児保育、低年齢児保育、延長保育、保育

【子ども課】 の質の向上のための研修や食物アレルギー対策、子育て

環境づくり、物価高騰対策に対して助成を行い、地域の

実情に応じた教育・保育体制の確立を図った。

放課後児童健全育成事 174,159 　昼間保護者のいない家庭等の小学校児童を対象とする

業 学童クラブの運営を社会福祉法人等に委託し、適切な遊

【子ども課】 びと安全な生活の場を提供することにより、児童の健全

な育成を図った。

ファミリー・サポート 3,660 　安心とゆとりを持って子育てができる環境をつくるた

・センター事業 め、育児の援助を「受けたい人」と「手伝う人」が会員

【子ども課】 となり、子育てを地域で支え合うファミリー・サポート

・センターへの委託により援助活動を行った。

ハッピープロジェクト 6,391 　啓発動画「ハタチからの参考書」を制作し、市公式

事業 YouTubeに掲載して成人式を迎える若者向けに未来のラ

【子ども課】 イフイメージを描きやすくなるような啓発に努めた。

また、新婚世帯に住宅取得費用や住宅賃貸費用及び引っ

越し費用等の支援を行い、経済的負担を軽減した。
　なお、結婚応援イベントについては新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響により計画より少ない開催となった。
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3 3 扶助費等給付事業 505,089 　生活保護世帯に対し困窮の程度に応じた扶助を行い、

【社会福祉課】 最低限度の生活を保障するとともに、自立に向けた支援

を行った。

　・生活保護受給者数（令和４年度末現在）

　　　２３５世帯、２６２人

4 1 保健衛生総務管理費 9,985 　保健衛生に関わる事業において、健康情報システムを

【健康課】 利用し、がん検診の通知、受診シールの作成等、迅速な

市民サービスに対応できるよう事務の効率化を図った。

505 　がん患者の心理的及び経済的な負担を軽減するととも

購入費助成事業 に、療養生活の質の向上を図り、治療と社会生活の両立

【健康課】 の支援を目的に実施した。

  ・助成件数　ウィッグ　　１６件      
　　　　　　　乳房補正具　　４件

環境保健行政推進事業 6,956 　快適で住みやすい地域づくりを目指し、行政と地域住

【環境課】 民が協力し、環境保健事業に取り組み、ごみの減量化と

リサイクルに向けた啓発活動を実施した。

　また、地域のごみステーション管理や不法投棄の監視、

保健衛生事業の援助など幅広い事業において沼田市環境

保健協議会と連携し、沼田市全域での活動を実施した。

予防接種事業 123,817 　予防接種法に基づき、乳幼児、児童生徒及び高齢者を
【健康課】 対象とした予防接種を実施し、感染症のまん延防止を図

った。
　・接種状況
　　乳幼児・児童生徒予防接種(A類疾病) 延６，７２８回
　　高齢者予防接種　インフルエンザ  　９，９０７人
　　　　　　　　　　肺炎球菌　　　　　　　５０２人
　風しん第５期予防接種　抗体検査    　　３３８人
　　　　　　　　　　　　　予防接種　　　　　６４人

　任意の予防接種に対し、費用助成を行い、感染症予防
対策を図った。
　・接種状況
　　成人MR・風しん　　　　　　　　　６２人
　　高齢者用肺炎球菌　　　　　　　　２７人
　　インフルエンザ　重症化予防　　　３５人　
          〃        小児      １，５２３人    
          〃        妊婦     　　　 ２４人    

新型コロナウイルス 264,858 　予防接種法に基づき、新型コロナウイルス感染症の拡

ワクチン接種事業 大防止を目的として、新型コロナワクチン接種を集団と

【健康課】 個別の接種体制により実施した。

・ワクチン接種実施状況：総数４９，９６０件

　　　　（集団１，９８０件、個別４７，９８０件）

がん患者ウイッグ等
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乳幼児健康診査事業 5,508 　母子保健法に基づき、心身の発達途上にある乳幼児に

【健康課】 対し健康診査を実施し、異常の有無を早期に発見し、適

切な指導を行うとともに栄養・育児・歯科保健等の保健

指導を行い、母子並びに乳幼児の健康保持増進を図った。

　・実施状況

母子保健相談指導事業 27,623 　妊娠、出産、育児期における切れ目のない支援を図る

【健康課】 ため、子育て世代包括支援センターを開設し、妊婦保健

指導、妊婦健康診査受診勧奨、マタニティセミナー、母

子訪問指導、育児相談等を実施し、安心して健やかに子

供を産み育てられるよう支援を行った。

　・妊婦窓口相談　　　　　　　
　・マタニティセミナー　参加者数　　　　　　　　
　・妊婦健康診査　支払件数　　
　・妊婦歯科健診　受診者数　　
　・新生児聴覚検査　支払件数
　・産婦健康診査　支払件数
　・母子訪問指導　延件数

不妊治療費助成事業 2,598 　不妊治療を受ける夫婦の経済的な負担を軽減するため、

【健康課】 不妊治療に要した医療費の一部を助成した。

　・助成件数　　　　３５件

養育医療給付事業 2,309 　身体の発育が未熟な状態で生まれ、入院を必要とする

【健康課】 乳児が、医療機関において入院治療を受ける場合に、そ

の治療に要する医療費を公費により負担した。

　・給付件数　　　　

出産・子育て応援交付 24,452 　全ての妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てがで

金事業 きるよう、妊娠届出時から出産・子育てに必要な切れ目

【健康課】 ない支援につなぐ「伴走型相談支援」と「経済的支援」

を一体的に実施した。

　・交付件数　　　４８７件

地域保健活動事業 1,628 　住民と行政の協働による健康づくりを推進するため、

【健康課】 健康づくり推進協議会の設置や保健推進員会・食生活改

善推進協議会の育成を図り、地域住民に密着した事業実

施に努めた。

対象児 回数 受診者数
４か月児 １０ ２１２人
１０か月児 １０ ２０１人
１歳６か月児 １１ １９７人
３歳児 １２ ２３２人
２歳児（歯科） １０ １６５人
合計 ５３ １，００７人

２０８件
１３５件

 ２，４４１件
　８３人
１９６人
１１４人
４９５人

　　　　 ６件
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がん検診事業 43,606 　死亡率の上位を占めるがんについて、がん検診を実施
【健康課】 することにより早期発見に努め、市民の健康保持、健康

増進を図った。
　・受診状況

（肺がん検診受診者は、６５歳以上を含む。）

　結核を早期に発見し、集団感染を予防するため、６５
歳以上を対象に結核健診を実施した。
　令和４年度から肺がん検診と同時実施した。
　・デジタル撮影実施状況

スマートウェルネス推 9,970 　生涯にわたり心身ともに健康で元気な市民生活を送れ
進事業 るまちづくり「スマートウェルネス（健幸）ぬまた」の
【健康課】 推進のため、市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取

り組めるよう事業を実施した。
　・活動量計利用者数　　　
　・読み取り事業来所者数

広域火葬場斎場管理運 30,505 　利根沼田広域市町村圏振興整備組合の広域火葬場斎場
営事業 の管理運営等に対する負担金交付事務を行った。
【環境課】

動物愛護推進事業 905 　猫の不妊・去勢手術に要した費用の一部について補助
【環境課】 金を交付し、望まれない繁殖の防止に努めた。

狂犬病予防事業 2,945 　狂犬病予防法に基づく狂犬病予防注射と飼い犬の登録
【環境課】 事務を実施した。

公害対策管理費 1,300 　３地点の騒音調査、４路線の自動車騒音常時監視、水
【環境課】 質調査では、市内河川９か所において溶存酸素量（ＤО

）・大腸菌数の測定を年１回、全窒素・全燐を年２回行
ったほか、１０か所において生物化学的酸素要求量（
ＢＯＤ）・浮遊物質量（ＳＳ）・水素イオン濃度（ｐＨ
）の毎月測定を実施し、生活環境監視活動を行った。

環境対策管理費 434 　沼田市地球温暖化対策実行計画を改訂するとともに、
【環境課】 市民等に計画書を配布し、周知を図った。

区　　分 受診者数
胃がん（バリウム） 　　３２６人
胃がん（内視鏡検診） 　　３７７人
子宮頸がん １，２７９人
乳がん １，０９４人
大腸がん ２，２７９人
前立腺がん １，３６０人
肺がん ２，８５７人

２，０３７人

延べ５，１２０人

区分 対象者数 受診者数
６５歳以上 １６，１５１人 ２，１６５人
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環境啓発事業 1,293 　第二次沼田市環境基本計画及び地球温暖化対策実行計
【環境課】 画に基づき、「地球温暖化防止ポスター・標語・作文コ

ンクール」の開催や「ぬまた環境ネット」への委託によ
る「環境フォーラムぬまた」等の協働事業を実施した。

再生可能エネルギー普 4,894 　地球温暖化対策の一環として、市内の住宅に再生可能
及促進事業 エネルギーを利用するシステム（太陽光発電設備や蓄電
【環境課】 池、太陽熱利用設備等）を設置する者に設置費用の一部

を助成し、家庭からの温室効果ガス排出抑制に努めた。

放射性物質汚染対策事 2,234 　原子力発電所の事故による放射性物質の除染作業に伴
業 う除去土壌の保管場所及び公共施設における空間放射線
【環境課】 量を定期的に測定し、測定結果の情報発信に努めるとと

もに、除染実施計画の対象区域内における空間放射線量
を測定し、除染効果の確認等を行った。

4 2 塵芥処理事業 86,415 　一般廃棄物処理実施計画に基づき収集業務を行うとと
【環境課】 もに、効率化や充実化を図り、市民の生活環境の向上及

び廃棄物の適正処理に努めた。

清掃工場管理運営事業 299,835 　沼田市外二箇村清掃施設組合の清掃工場及び利根東部
【環境課】 衛生施設組合の尾瀬クリーンセンターの管理運営等に対

する負担金交付事務を行った。

ごみ減量化対策事業 120,210 　ごみの分別収集を行い、分別基準適合物などの再商品
【環境課】 化に取り組むことにより、可燃ごみ・不燃ごみの減量化

と資源ごみの有効活用を図るとともに、有価物（資源）
の集団回収事業を奨励し、更なるごみの減量化及びリサ
イクルの推進に努めた。

最終処分場管理運営事 25,183 　一般廃棄物最終処分場水処理施設の維持管理及び水質
業 検査等を実施し、適切な施設の維持管理に努めた。
【環境課】 　利根東部衛生施設組合の管理運営等に対する負担金交

付事務を行った。また、繰越事業にて一般廃棄物最終処
分場（上川田）トラックスケール修繕、一般廃棄物最終
処分場（佐山）水処理施設解体工事及び排水設備改修工

繰越明許費（外書） 8,118 事設計業務委託を行った。

不燃ごみ処理事業 33,823 　一般廃棄物最終処分場（上川田）に搬入された不燃ご
【環境課】 みを更に分別し、資源ごみは再商品化を行い、残った不

燃ごみは民間業者に委託し、適正な処理に努めた。

し尿処理事業 13,482 　し尿収集業務を円滑に実施するための助成を行うとと
【環境課】 もに、利根町管内のし尿の処理を沼田市外二箇村清掃施

設組合衛生センターに委託し、適正な処理に努めた。
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衛生センター管理運営 79,841 　沼田市外二箇村清掃施設組合の衛生センターの管理運
事業 営等に対する負担金交付事務を行った。
【環境課】

合併処理浄化槽設置整 11,703 　対象区域内の合併処理浄化槽設置者に対し、補助金の
備事業 交付を行うことで合併処理浄化槽の普及促進を図り、公
【上下水道整備課】 共用水域等の水質保全と生活環境・公衆衛生の向上に努

めた。

5 1 労働管理費 5,292 　労働教育委員会と連携して新規学卒就職者研修会、勤
【産業振興課】 労者ソフトボール大会や卓球大会等の開催、優良従業員

・優良技能者の表彰、労働関係団体や職業訓練校等への
補助により、勤労者福祉の充実に努めた。

雇用支援対策事業 80 　地元就職を目指す高校生向けのガイダンスを実施し企
【産業振興課】 業とのマッチングを図るとともに、子育て中の女性や主

婦等を対象に女性等雇用に積極的な企業との面接相談会
を開催し、家庭との両立支援と雇用の拡大を図った。

子育てを応援する職場 1,180 　育児休業等を取得した労働者を雇用する中小企業者に
づくり支援事業 対して奨励金を交付し、女性の活躍推進、男性の育児参
【産業振興課】 加を促進し、安定した雇用の創出を図った。

勤労青少年ホーム解体 119,537 　老朽化した勤労青少年ホーム、勤労青少年体育センタ
等整備事業 ー、勤労者会館の解体工事等を行った。
【産業振興課】

勤労者生活資金預託事 7,164 　中央労働金庫に資金預託を行い、勤労者の生活に必要
業 な資金を融資することにより、勤労者の福祉増進と安定
【産業振興課】 した雇用の創出を図った。

6 1 地域づくり活性化事業 2,719 　生活研究グループ、各地区地域農政推進委員会の活動
【農林課】 を支援し、農村女性組織の育成や担い手の育成を図り、

農業農村地域の活性化を促進した。

環境保全型農業推進事 4,646 　農業用廃プラスチックの適正な処理を推進するため、
業 農業用廃プラスチック等の処理経費に対して補助を行っ
【農林課】 た。（推進協議会負担金　沼田・白沢・利根地区）

安心で美味しい！ぬま 3,000 　農産物のブランド化、６次産業化を推進するため、沼
たの特産品推進事業 田市農産物ブランド化及び６次産業化推進協議会の開催
【農林課】 ぬまたブランド農産物認証事業、商談会の実施、情報発

信等を行った。

利子補給事業 999 　農業の持続的発展を図るため、農業近代化資金等制度
【農林課】 資金の利子補給を支援した。
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鳥獣対策事業 59,870 　鳥獣による農作物への被害を最小限にするため、有害

【農林課】 鳥獣捕獲の対策を講じるとともに、専門家による獣害対
策の指導を行った。また、獣害防止柵の設置者に対し費
用の一部を補助するほか、鳥獣害対策協議会及び地区猟
友会の鳥獣害対策活動に対し補助を行い、併せて野猿動
向の把握に努めた。

農地中間管理事業 88 　農用地の効率的な利用を促進するため、農地中間管理
【農林課】 事業を利用して農用地の集積に協力した借受者に対して

協力金を交付し、担い手への農地集積・集約を促進した。

農業人材力強化総合支 3,000 　将来の農業を支える人材を確保するため、経営が不安
援事業 定な就農直後５年間の所得を確保するために交付金を交
【農林課】 付し、新規就農者の定着化を図った。

担い手支援事業 253 ○はばたけ「ぐんまの担い手」支援事業
【農林課】 　認定農業者等の意欲ある担い手の育成、新規就農者等

の新たな担い手の確保、経営の多角化や法人化を進め
援を行った。
　・分娩監視装置　一式

園芸振興事業 6,120 ○野菜王国ぐんま総合対策事業
【農林課】 　重点８品目を中心とした野菜振興を図るため、施設や

機械の整備、競争力強化対策や新技術の導入などの取組
に対し、支援を行った。

・パイプハウス　１４棟　　3785.4㎡
・包装機　１台

畜産振興対策事業 2,816 　家畜の品質向上と生産の安定、畜産経営の安定を図る
【農林課】 ため、家畜優良品種の導入、家畜伝染病予防対策等への

助成を行った。

繰越明許費（外書） 16,040

農地管理事業 2,347 　農道・農業用水路の維持修繕及び農道の除雪を行い、
【農林課】 施設の適正管理を行った。

　また、県土地改良事業団体連合会や国土調査推進協議
会等への負担金の支出を行った。

農地管理事業 1,834
（白沢支所）
【農林課】

農地管理事業 619
（利根支所）
【農林課】
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小規模農村整備事業 29,216 　地域農業の健全な発展と農村の振興を図るため、農道
【農林課】 ・用排水路等農業用施設の整備・改修等を実施した。

　・内宿地区 水路整備工事 Ｌ＝８１．０ｍ

　・追貝原地区 農道整備工事 Ｌ＝１００．０ｍ

　・原地区 農道整備工事 Ｌ＝１００．０ｍ

　・高平地区 排水路改修工事 Ｌ＝３７．０ｍ

　・上発知南部地区　野生動物侵入防止柵整備

Ｌ＝1,２８３．０ｍ

　市内防災重点ため池の劣化状況調査を実施した。

　・劣化状況評価 ２箇所

【農林課】

繰越明許費（外書） 4,191

農村整備事業 9,413 　農業施設の改修工事等を行い施設の機能維持、農業経

【農林課】 営の安定を図った。

　・工事３件、修繕１０件、委託３件、

　　機械賃料３件、原材料支給１１件

赤城西麓土地改良区事 5,856 　赤城西麓土地改良事業により整備された施設の事業費

業 や管理運営費等に対して負担と補助を行った。

【農林課】 　・土地改良区経常費・維持管理費補助金

　・土地改良区運営維持管理費補助金

　・農業基盤整備資金利子補給費補助金

　・県営調査費負担金

追貝平土地改良区事業 5,418 　追貝平土地改良区の受益者の就農意欲の向上を図るた

【農林課】 め、追貝平土地改良区の運営費に対し補助を行った。

　・土地改良区運営費補助金

　・県営調査費負担金

　・電気料金高騰対策土地改良区重点支援事業補助金

赤城北ろく土地改良区 2,478 　赤城北ろく土地改良区の受益者の就農意欲の向上を図

事業 るため、赤城北ろく土地改良区の運営費に対し補助し、

【農林課】 県営事業等に対して負担を行った。

　・土地改良区運営費補助金

　・県営事業費負担金

　・県営調査費負担金

沼田平土地改良区事業 441 　沼田平土地改良区の受益者の就農意欲の向上を図るた

【農林課】 め、沼田平土地改良区の県営事業等に対して負担を行っ
た。

　・県営事業費負担金

　・電気料金高騰対策土地改良区重点支援事業補助金

ため池緊急防災減災対
策事業
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サラダパークぬまた管 10,111 　旧サラダパークぬまたの管理を行った。
理運営事業
【農林課】

三沢交流広場管理事業 5,440 　三沢交流広場の草刈等の管理を沼田市シルバー人材セ
（白沢支所） ンターに委託し、スポーツを通じて市民の健全な心身の
【農林課】 発達を図るとともに利用者相互の交流を図った。

中山間地域等直接支払 37,873 　中山間地域の農業者等に対して、集落協定や個別協定
事業 による農業生産活動を助成することにより、耕作放棄地
【農林課】 の発生防止等農地の保全を図った。

　・協定　２１地区

多面的機能発揮促進事 63,174 　協定を締結した活動組織において農地や農道、水路等
業 農業用施設の適正な保全管理、農村景観形成向上等を図
【農林課】 った。

　・活動組織　３９組織、面積　田４１７．１ｈａ
　　　　　　　　　　　　　　　畑９６０．６ｈａ

6 2 緑の少年団育成事業 979 　小学生が緑の少年団活動を通じて自然とふれあい、森
【農林課】 林・林業への興味や理解を深めるため、研修会等活動を

通じて緑化の大切さについて理解向上を図った。

担い手支援事業 8,693 　林業従事者の安定確保と地域林業の振興を図るため、
【農林課】 林業従事者の退職金や厚生年金の社会保障制度の掛金に

対して補助を行った。
　また、しいたけ等特用林産物の生産・出荷施設等の近
代化を図るために必要な機械・施設等の整備に対し支援
を行い生産性の向上を図った。

森林整備事業 87,796 　森林経営管理法に基づく森林整備の手続きを進めた。
【農林課】 並行して森林法に基づく林地台帳の更新を行った。また、

市内の民有林整備に対する補助を行い、森林の持つ公益
的機能の増進を図った。
　荒廃した里山・平地林の整備及び管理に対して補助を
行い、森林の持つ快適環境形成や土砂災害防止など公益
的機能の維持・増進を図った。

森林整備事業 465 　望郷ラインビューポイントトイレ及び雨乞山登山道の
（白沢支所） 維持管理、各地区で実施するアメリカシロヒトリ防除の
【農林課】 支援を行った。

森林整備事業 297 　天狗巣病の感染防除のため、罹災した病巣の切除を実
（利根支所） 施した。
【農林課】
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市民の森管理事業 736 　市民が森林に親しみ、楽しさを実感してもらう森林公
【農林課】 園としての役割を果たすため、「市民の森」の維持管理

を行った。

林道整備管理事業 13,282 　適切な林道整備を実施することにより、林道の安全確
【農林課】 保を図った。

　・林道平原立沢線外９路線林道維持管理業務委託
　・林道上野線外８路線林道維持管理業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　外　委託１０件

林道改良事業 33,011   既設林道の安全施設工事及び橋梁塗膜調査業務を行い､
【農林課】 林道利用者の安全確保を図った。

　・林道老神穴原線安全施設工事　 Ａ＝７７９．０㎡
　・林道赤倉栗生線安全施設工事 　Ａ＝３２６．８㎡
　・橋梁塗膜調査業務 　２橋

6 3 水産振興事業 1,406 　市内の小学校・保育園・こども園・幼稚園を対象に稚
【農林課】 魚の放流などを行い、自然の大切さへの理解、魚に親し

む場の拡大を図った。

7 1 創業支援事業 12,054 　市内での起業、第二創業、事業承継等を目指す人を対
【産業振興課】 象に「ぬまた起業塾」の開講及び支援策を講じ、起業・

創業支援等による地域経済の活性化を図った。

商業振興管理費 6,846 　沼田商工会議所、沼田中小企業相談所、沼田市東部商
【産業振興課】 工会等の活動に対し助成を行い、商工業の振興を図ると

ともに、中小企業者の健全経営を支援した。

イベント開催事業 4,375 　市民総参加による本市最大イベントの「沼田まつり」
【産業振興課】 は、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により中

止となったが、郷土芸能の保存のため、山車保有の１０
か町に維持補修費の助成を行った。また、本市の産業振
興とＰＲを目的とした「ぬまた市産業展示即売会」に対
し助成を行い、商工業の発展に務めた。

商店街活性化対策補助 2,453 　商店街や商工会議所が行うイベント等への助成により
事業 商店街の活性化を図るとともに、街路灯の電気料金の助
【産業振興課】 成を行い、明るく安全な商店街の維持に努めた。

海外販路促進事業 12,340 　本市特産品等の海外に向けた販路開拓を推進するため、
【産業振興課】 ブランディング・コンサルティング事業等を行った。

新型コロナウイルス感 14,850 　新型コロナウィルス感染症及び社会情勢の変動による
染症関連経済対策事業 燃料油の高騰等の影響を受けた市内の運輸事業者に支援
(商業振興事業) 金を交付した。
【産業振興課】
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電子地域通貨事業 1,243,019 　スマートフォンアプリ等を利用した決済方式による電

【産業振興課】 子地域通貨tengooを導入し、市内消費喚起による事業者

支援、非接触型決済方式の普及による接触感染リスクの

軽減、市内経済循環の改善・決済手数料の市外流出防止、

行政ポイント付与による市民参加促進及び電子クーポン

発行等による商品券に代わる経済活性策機能の構築を図

った。

地場産業育成事業 316 　木工業・製材業等団体への補助や木工広場等のイベン
【産業振興課】 トへの補助により、木材産業の振興と木製品の普及に努

めた。

技術開発促進事業 746 　中小企業者による新技術・新製品の研究開発費の一部
【産業振興課】 を助成することで、技術の改善、開発意欲の増進、製品

の高付加価値化を推進した。

発明くふう展開催事業 81 　児童・生徒から社会人まで発明くふう作品を幅広く募
【産業振興課】 集し、表彰及び展示により意欲の向上と奨励に努めた。

企業誘致推進事業 20,150 　新たな産業集積による地域経済の活性化と雇用の拡大
【産業振興課】 を図るため、横塚工場適地の整備を進めるとともに、立

地企業に対し企業誘致推進助成金を交付した。

販路開拓支援事業 763 　中小企業者が自社製品等の新たな販路を開拓するため
【産業振興課】 に行う展示会等への出展に対して、費用の一部を助成す

ることで、新たな取引先の開拓や競争力の向上を推進し
た。

制度融資保証料補助事 2,452 　小口資金をはじめ、資金融資の保証料を補助すること
業 により、利用者の負担軽減を図り、中小企業の健全な育
【産業振興課】 成と経営の安定に努めた。

制度融資代位弁済補填 344 　信用保証協会が代位弁済した保証貸付に補填し、中小
事業 企業への円滑な資金供給に努めた。
【産業振興課】

制度融資利子補給事業 4,939 　借入金の金利負担を軽減し、中小企業の健全な育成と
【産業振興課】 経営の安定に努めた。

制度融資預託事業 150,000 　金融機関に預託を行うことにより、市制度融資に係る
【産業振興課】 貸付利率の軽減を図り、中小企業の健全な育成と経営の

安定に努めた。

4,475 　関連団体等との連携に努めるとともに、観光交流事業
等の経常的な管理業務を行った。

観光交流管理費
【観光交流課】
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利根観光交流管理費 8,975 　関連団体等との連携に努めるとともに、観光誘客を図
【観光交流課】 るため、効果的な観光宣伝事業を行った。

利根観光施設維持管理 39,700 　観光施設などの維持管理を行い、観光客の利便性向上
事業 に努めた。
【観光交流課】 　落石の危険がある吹割の滝遊歩道脇の斜面に、新たに

落石防護網を設置する安全対策を実施した。

観光会館費 2,243 　利根観光会館の効率的な維持管理を行い、施設の有効
【観光交流課】 活用に努めた。

しゃくなげの湯・交流 6,227 　南郷温泉しゃくなげの湯及び南部総合交流施設の指定
施設管理運営事業 管理者として利根振興公社に委託し、施設の運営を行い、
【観光交流課】 観光振興と地域産業の活性化に努めた。

曲屋管理運営事業 25,157 　田園空間整備事業により整備した南郷の曲屋を指定管
【観光交流課】 理者として利根町振興公社に委託し、施設の運営を行い、

観光振興と地域産業の活性化に努めた。
　・入館人数　　３，３１９人
　腐朽による茅の痩せ等が目立っていた茅葺屋根の葺き
替えを実施した。

観光宣伝事業 47,394 　本市への更なる観光誘客を図るため、効果的な観光
【観光交流課】 宣伝事業を実施した。

　・効果的な広告宣伝、ＳＮＳ等を活用した情報発信
　・県、広域圏との連携キャンペーンの実施
　・観光パンフレット等の作成
　・観光案内表示板等の整備
　・各観光団体等への補助
　・一般社団法人日本旅行写真家協会との連携事業実施
　・沼田市観光基本計画の進捗状況の検証

新型コロナウイルス感 150,798 　新型コロナウイルスで落ち込んだ観光業を支援するた
染症対策事業 め、宿泊キャンペーンや観光事業への支援を行った。
(観光宣伝事業）
【観光交流課】 ①愛郷ぐんま×tengooキャンペーン

　群馬県が行う愛郷ぐんまプロジェクトに登録した市内
施設に宿泊した者を対象に3,000テングーポイントを付
与した。56,003,606円

②周遊バス誘致事業
　市内への貸切バスツアーを実施する旅行会社に対し、
助成をおこなった。74,839,275円

③宿泊事業者等及び貸切バス事業者継続支援
　市内宿泊事業者や貸切バス事業者に対して事業継続
のための支援を行った。
　19,100,000円
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④デジタルスタンプラリー企画運営委託
  スマートフォンアプリ等を活用した三密回避の誘客事
業として夏と秋に実施した。855,250円

繰越明許費（外書） 16,579

玉原高原内諸施設維持 13,121 　玉原高原内諸施設の適切な維持管理を行うことによ
管理事業 り、観光客の利便性の向上に努めた。
【観光交流課】

玉原小水道施設維持管 7,545 　玉原高原内の給水に万全を期するため、小水道施設
理事業【観光交流課】 の維持管理を行った。

都市間交流推進事業 1,089 　本市の魅力や可能性を再発見、再認識し、都市部へ
【観光交流課】 の情報発信を行うとともに交流事業を推進することに

より、交流人口の増加、移住・二地域居住の促進を図
りつつ、地域経済の活性化を図った。
・交流居住促進協議会全体会の開催
・田舎体験ツアー（ｽﾛｰﾌｰﾄﾞ編１回、味噌づくり編６回）
・交流事業の展開（新宿区をはじめ、１１会場のイベ
　ントへ参加及びパネル出展）
・ウェブサイトを活用した広告を行った。

下田黒船祭参加事業 323 　下田市で開催される「黒船祭」に沼田の踊りを披露す
【観光交流課】 るために参加。下田市民との交流を深めた。

道の駅管理運営事業 13,670 　道の駅白沢の清掃及び植栽管理業務を行うなど観光
【観光交流課】 振興と利用者サービスの向上に努めた。

望郷の湯・展示即売施 47,480 　指定管理者として白沢振興公社を指定し、観光振興
設管理運営事業 と地域産業の活性化に努めた。また、施設維持管理に
【観光交流課】 関して、必要な修繕を行った。

移住促進対策事業 4,655 　移住・定住、二地域居住の促進のため、県などが主
【観光交流課】 催する移住相談会への参加、さらに、移住促進通勤費

補助金、移住支援金事業補助金、移住促進トライアル
ハウスを整備した。
・移住相談会：１２６回（オンライン）
・移住促進通勤費補助金
　　利用者数:１件
・移住支援金事業補助金
　　利用者数:２件
・移住促進トライアルハウス～ぬまた暮らしの家～
　　利用者数:２９組７２名

地域おこし協力隊設置 8,531 　首都圏からの観光客、また、インバウンドを誘致す
事業 ることで、地域の活性化と、観光施設の管理団体や地
【観光交流課】 域に、外部の視点を持つ地域おこし協力隊を配置し活

性化事業の推進を図った。
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8 1 建築指導費 9,141 　適確な建築確認事務等を遂行するため、指定道路台帳
【建築住宅課】 システム及び建築確認システムを活用し、地域性を勘案

した安全・安心なまちづくりの推進に務めた。また、狭
あい道路拡幅のため、測量委託及び寄付対象者に報奨金

を支給し災害に強いまちづくりと良好な住環境形成の促
進に努めた。

住宅・建築物耐震改修 9,735 　木造住宅に対して耐震診断者派遣を行い、災害に強い
等事業 まちづくりの推進と地震に対する安全性の啓発に努め
【建築住宅課】 た。

空き家解体補助を行い、地域の防災・景観・環境の保全
を図った。

8 2 道路橋りょう管理費 27,330 　市道全域の機能保持を図り、道路利用者に対する安全
【建設課】 性の確保と向上に努めた。

道路台帳補正事業 7,018 　新設や改良及び寄附などによる道路区域の変更等を台
【建設課】 帳に反映させて活用を図った。

道路維持事業 46,121 　市道等の維持管理、修繕、清掃等を実施し、道路環境
【建設課】 の安全性・利便性の向上を図った。

道路維持事業（白沢支 4,937 　市道等の維持修繕等を実施し、施設の適正管理に努め
所）【建設課】 た｡

道路維持事業（利根支 12,301
所）【建設課】

道路補修事業 61,974 　市道白沢・川場線道路補修工事ほか、１６件の道路補
【建設課】 修工事を実施し、道路の安全性・利便性の向上を図った。

繰越明許費（外書） 17,478

道路施設点検事業 32,582 　中佐山橋ほか４０橋と池田トンネルの法定点検を実施
【建設課】 し、施設の適正管理に努めた。

道路除雪事業 74,465 　冬期の道路除雪を実施することにより、生活道路の安
【建設課】 全確保に努めた。

道路除雪事業（白沢支 24,987
所）【建設課】

道路除雪事業（利根支 75,734
所）【建設課】
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消雪施設維持管理事業 39,396 　融雪装置の適正な維持管理を行い、生活道路の安全確
【建設課】 保に努めた。

消雪施設維持管理 12,731
事業（利根支所）
【建設課】

防護柵・標識等設置事 4,994 　防護柵設置工事を実施し、道路の通行・利用の安全確
業【建設課】 保に努めた。

橋りょう補修事業 91,170 　橋梁・トンネルの長寿命化修繕計画の修正及び長寿命
【建設課】 化修繕計画に基づき維持補修工事を実施し、施設の長寿

命化に努めた。

繰越明許費（外書） 90,483

市道Ｔ１０６号線道路 　市道Ｔ１０６号線の道路改良工事を実施し基幹道路の
改良事業　【建設課】 改良整備に努めた。

繰越明許費（外書） 19,907

8 3 河川管理費 1,601 　河川修繕、維持管理委託等を実施し、適切な河川管理
【建設課】 に努めた。

河川管理費（利根支所） 1,228
【建設課】

8 4 都市計画事業の施行に 33 　都市計画事業の施行に伴い移転等が必要となり、金融
伴う移転等資金の利子 機関からその資金の融資を受けた者に対し、市が利子補
補給事業 給を行うことにより、各種都市計画事業の円滑な促進を
【都市計画課】 図った。

都市計画区域等見直し 1,000 　土地利用に係る上位計画である都市計画マスタープラ
事業 ンとの整合を図るよう、都市計画用途地域等の見直しを
【都市計画課】 行い、市街地及びその周辺における土地利用の適切な誘

導に資するものとした。

繰越明許費（外書） 3,896

３・３・１環状線（栄 33,049 　事業認可区間延長１３３７ｍのうち、主要地方道沼田

町工区）事業 大間々線交差点を中心とした区域を重点整備区間として

【都市計画課】 同交差点東側の事業用地取得、物件移転その他補償を行
うために、支障物件等調査算定及び土地評価業務を実施
した。また、併せて、同交差点西側の道路改良工事を実

繰越明許費（外書） 104,620 施し事業の進捗を図った。
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公園管理費 85,285 　１６都市公園・１２緑地等の清掃・除草及び樹木管理、

【都市計画課】 施設の日常管理を適正に行い、利用者に憩いと安らぎの
場を提供した。

都市緑化推進事業 850 　緑豊かな住みよい生活環境を創出するため、市民自ら

【都市計画課】 が行う緑化推進事業１３件に補助金を交付した。

中心市街地街なか再生 225 　中心市街地活性化の会及び商店街等が実施するイベン
関連推進事業 トへの支援を実施し、中心市街地の活性化を図った。
【都市計画課】

中心市街地空き店舗活 269 　沼田商工会議所と連携の上、中心市街地の空き店舗を
用事業 活用し、本町通りの活性化と起業支援を行った。
【都市計画課】 　・活用店舗　３件（２店舗営業）

中心市街地土地区画整 122,335 　３街区及び４街区に係る建物等調査業務、建物移転補
理事業 償等を行うとともに、建物移転に伴う区画整理工事、３
【都市計画課】 街区区画道路新設工事を行い、区域内環境の整備を行っ

た。また、仮換地未指定の街区について、換地割込案を
作成し、指定に向け検討を進めた。

繰越明許費（外書） 161,251

8 5 市営住宅管理費 9,804 　住宅に困窮している市民に対して、健康で文化的な生
【建築住宅課】 活を営むに足りる住宅を低廉な家賃で供給するため、適

正な維持管理に努めた。また、十三割団地においては敷
地有効活用として分譲を実施した。

市営住宅長寿命化改善 10,120 　沼田市市営住宅等長寿命化計画に基づき、大原団地外
事業 壁等改修工事の実施設計を行った。また、老朽化した十
【建築住宅課】 二木団地、十三割団地、十王堂団地、南明団地の空き住

戸と東下原団地集会所の解体を実施した。

9 1 団員貸与品整備事業 1,193 　消防団員の活動服、長靴、編上靴、革手袋等の更新を
【地域安全課】 行い、団員の安全確保と士気の高揚を図った。

消防団装備整備事業 2,298 　消防用ホース、消防水のう等の団装備用備品の更新を

【地域安全課】 行い、消防団活動の充実を図った。

消防施設整備事業 21,297 　消火栓５基を新設した他、防火水槽、消火栓及び詰所

【地域安全課】 の修繕の実施、消火栓用格納箱、標識看板の購入をし、
初期消火体制の強化及び消防団員の負担軽減と安全確保
を図った。

消防団機械器具置場等 17,113 　老朽化した消防団機械器具置場について、計画的に更

整備事業 新を進めた。

【地域安全課】 ・設計業務委託
　第７分団第４部機械器具置場（利根町高戸谷）
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消防車両整備事業 16,936 　老朽化した消防車両の更新を行い、団員の安全確保と

【地域安全課】 士気高揚を図ると共に、消防団活動の充実を図った。

・小型動力ポンプ付積載車（１台更新）
　第３分団第４部

防災管理事業 22,096 　沼田市地域防災計画に基づく防災備蓄物資を整備する

【地域安全課】 と共に、防災行政無線の運用及び維持管理、防災アプリ
（防災ぬまた）・緊急告知ＦＭラジオの運用を行った。
全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）情報の確実な

伝達をするために、経年劣化による不具合やＷｉｎｄｏ
ｗｓ１０に未対応であった装置の更新を行った。
　また、沼田市統合型ＧＩＳシステムに土砂災害警戒区
域レイヤを登載し、全庁的に情報を共有化し、業務の効
率化を図った。

　沼田市防災会議を開催し、沼田市地域防災計画の推進
について確認した。
・Ｊ－ＡＬＥＲＴ自動起動装置更新業務
　　　　　　　　　　　　　　　　　８，３６０千円
・Ｊ－ＡＬＥＲＴ機器保守点検委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　１，２７６千円
・防災行政無線保守点検委託料　　　３，８６１千円
・緊急告知ＦＭラジオ放送料　　　　２，４５５千円
・防災アプリ等運用業務　　　　　　１，２８０千円
・土砂災害警戒区域データ等統合型ＧＩＳ設定業務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９５千円

5,099 　安全安心なまちづくりのため、防災専門官の任用によ

る自主防災組織の育成強化及び防災講座の実施など防災
【地域安全課】 施策の推進を図った。

・自主防災組織設立　８９組織（９７．８％）
・防災講座　１５講座

◎コミュニティ助成事業
　（一財）自治総合センターからの助成を受け、町に対
する事業助成を行いコミュニティ活動の推進を図った。

（一財）自治総合センターコミュニティ助成金
地域防災組織育成事業

◎地域防災力の向上を目的に、発電機を購入し自主防災
会に無償貸与を行った。また、携帯電話用充電器を購入
し、配布を行った。

　　発電機　１０台　　　　　　　　１，３９５千円
　　携帯電話用充電器　１０台　　　　　　４６千円

10 1 49,767 　市内小中学校の児童生徒が外国人指導助手と触れ合う
ことで、外国を身近に感じ、英語や海外に興味を持ち、

【学校教育課】 英語を学ぶ意欲を高めるため、外国人１０人を任用、英
語担当教諭や担任と連携しながら英語教育の向上を図っ
た。

ひとを守る・まちを守
る防災ぬまた推進事業

外国語指導助手設置
事業

事業主体 事業費 補助金
上原町自主防災部会 １，４５１千円 １，４００千円
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10 2 教育振興管理費 21,242 　児童及び教職員の健康管理並びに小学校長会の諸活動

【学校教育課】 に対する助成等を行った。

　また、経済的理由によって就学困難と認められる児童

の保護者に対し、必要な援助を行い、義務教育の円滑な

実施を図った。

・小学校

認定数　要保護４人 準要保護　１０６人

（うち新入学用品費入学前支給　６人）

・支給額７，１７６千円

（うち新入学用品費入学前支給　３２４千円）

小学校校舎等改修事業 75,592 　多那小学校屋内運動場について、非構造部材落下防止

【教育総務課】 改修工事を実施し、安全性の確保と教育環境の改善に努

めた。また、升形小学校北校舎改修に係る実施設計業務

を実施し事業の進捗を図った。

10 3 教育振興管理費 16,774 　生徒及び教職員の健康管理並びに中学校長会の諸活動

【学校教育課】 に対する助成等を行った。

　また、経済的理由によって就学困難と認められる生徒

の保護者に対し、必要な援助を行い、義務教育の円滑な

実施を図った。

・中学校
認定数　要保護３人

（うち新入学用品費入学前支給　１３人）

・支給額７，２８０千円
（うち新入学用品費入学前支給　９６０千円）

中学校校舎等改修事業 155,283 　利根中学校屋内運動場について、非構造部材落下防止

【教育総務課】 改修工事を実施し、安全性の確保と教育環境の改善に努

めた。また、沼田中学校屋内運動場改修に係る実施設計

業務を実施し事業の進捗を図った。

10 6 市民文化活動推進事業 5,644 　沼田市文化祭を１１月４日から６日までの３日間開催

【生涯学習課】 した。参加団体は２８団体、来場者は４，１５７人であ

った。

　また、伝統芸能発表会を開催したほか、沼田市文化協

会を始めとした各種団体へ補助金を交付し、芸術文化の

振興を図った。

　童謡作詞家である林柳波の業績を永く顕彰するため、

「柳波賞事業」を実施し、童謡詩の作品募集を行った。

（単位：点）

準要保護　６９人

一般の部 小中学生の部 合　計
応募数 ４０３ ７８０ １，１８３
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市民文化推進事業 2,323 　教室・学級等の実施、文化団体の育成等、生涯学習を

【生涯学習課】 推進する事業を実施した。
  教室・学級受講者数　 １４１人
　郷土の児童文学者おのちゅうこうが生涯をかけ追求し
た「望郷」の理念を継承し、「ふるさと文学賞」を実施
し詩や作文を募集した。また、「ふきわれ俳句大会」を
実施し、吹割渓谷や沼田市の風物を読んだ俳句の募集を
行った。

図書資料購入事業 16,427 　一般図書、児童図書及び尾瀬・森林関係資料を購入し、
【生涯学習課】 図書資料の整備充実を図った。

　・一般図書　　　　　　　　４，８５６冊
　・児童図書　　　　　　　　２，０９９冊
　・尾瀬・森林関係資料　　　　　　　６冊
　・合計　　　　　　　　  　６，９６１冊

視聴覚（ＡＶ）資料購 1,318 　ＤＶＤ及びＣＤを購入し、視聴覚資料の整備充実を図
入事業 った。
【生涯学習課】 　・ＤＶＤ　　　　　　　　　　　　５８点

　・ＣＤ　　　　　　　　　 　   １０４点
　・合計　　　　　　　  　 　 　１６２点

旧久米邸洋館保存整備 42 　沼田市名誉市民である久米民之助が都内で暮らした邸
事業 宅の洋館部分を大正ロマンエリアに移築保存するため、
【文化財保護課】 保存管理計画策定委員会を開催し、保存整備移築工事に

着手するとともに、古写真から展示用家具を復元製作し
た。

繰越明許費（外書） 14,632

6,167 　群馬県史跡奈良古墳群保存活用計画策定委員会を開催
【文化財保護課】 し、保存活用計画を策定したほか、奈良古墳群ＶＲ動画

を作成して普及啓発に努めた。

旧生方家住宅等管理事 6,349 　国指定重要文化財である旧生方家住宅を公開するとと
業 もに、隣接する生方記念資料館において、生方家に関す
【文化財保護課】 る資料等を展示し、文化財の保護と活用を図った。

観覧者数 　 (単位：人)

生方記念文庫管理事業 10,042 　沼田市名誉市民の生方たつゑの文学館として、短歌等
【文化財保護課】 の常設展示や企画展を開催し、市民文化の向上を図ると

ともに、たつゑの功績を発信した。

観覧者数 　 (単位：人)

2832231,769
個人 周遊券団体 年パス 減免等 計

1,0750 3,350

奈良古墳公園整備事業

個人 団体 周遊券 年パス 減免等 計
490 356 118 1 678 1,643
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歴史資料館管理事業 7,261 　「天空の城下町　沼田の歴史をたどる」をテーマに、
【文化財保護課】 常設展示及び企画展等を開催するとともに、郷土の歴史

資料を収集、整理、保管することで、特色ある地域文化
の継承・保存及び活用を図った。

観覧者数 (単位：人)

旧土岐家住宅洋館管理 1,100 　旧土岐家住宅洋館の公開等を行うことで、大正時代の
事業 洋風住宅の魅力を発信し、文化財の保護と活用を図った。
【文化財保護課】

観覧者数 (単位：人)

旧日本基督教団沼田教 2,904 　旧日本基督教団沼田教会紀念会堂を公開するとともに、
会紀念会堂管理事業 会議やイベント会場等として地域住民等に貸し出して、
【文化財保護課】 文化財の保護と活用を図った。

市内遺跡発掘調査事業 11,133 　文化財保護法に基づき、周知の埋蔵文化財包蔵地での
【文化財保護課】 各種開発行為と埋蔵文化財の保護との調整を図った。

　なお、横塚工場適地の産業団地整備に伴い、試掘確認
調査を行った。

沼田城遺跡発掘調査事 35,377 　市史跡沼田城跡の上位史跡指定を目指し、調査・保存
業 整備委員会専門部会の指導・助言を受け、発掘調査や地
【文化財保護課】 形測量などを実施するとともに、その成果をパンフレッ

ト等にまとめ、市民への周知を図った。

埋蔵文化財調査センタ 41,726 　市内遺跡発掘調査の拠点として、埋蔵文化財調査セン
ー設置事業 ターを設置するため、実施設計を行うとともに、旧給食
【文化財保護課】 センターの既存設備機器の撤去及び改修工事を実施した。

繰越明許費（外書） 5,569

青少年健全育成推進事 5,610 　令和５年１月８日（日）、利根沼田文化会館において

業 ３６０人の参加を得て式典を挙行し、二十歳という人生

【生涯学習課】 の節目を祝福した。

　地域と学校が連携・協働しながら、地域全体で未来を
担う子どもの成長を支えるため、地域住民の参画をコー
ディネートするなどの教育支援活動を推進した。
　また、次世代を担う人材を育成するため、地域の人々
の協力を得て、児童が勉強やスポーツなど、多様な体験
や交流を行う放課後対策を推進した。

個人 団体 周遊券 年パス 減免等 計

減免等 計

1,755 280 317 18 1,356 3,726

個人 団体 周遊券 年パス
1,082 1,149 150 831 3,212

出席率 参加者該当者
参加人数 ４８１ ７４．８４％ ３６０
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10 7 保健体育総務管理事業 24,116 　新型コロナウイルス感染症対策を講じ、各種教室・大
【スポーツ振興課】 会等をほぼ予定どおり開催した。体育施設利用の見直し

など、利便性の向上を図るとともにスポーツ振興、適正
な体育施設の管理に努めた。

沼田公園管理事業 32,973 　沼田公園長期整備構想に基づき、沼田武道場及び沼田
【スポーツ振興課】 小学校講堂記念体育館の代替施設として、サンワ沼田武

道館（沼田市武道館）を令和３年11月１日に供用開始し
た。供用開始に伴い廃止となった、沼田武道場及び沼田
小学校講堂記念体育館の解体工事を実施した。

市民プール管理事業 20,606 　新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い中止してい
【スポーツ振興課】 た沼田市民プールを３年ぶりに開場した。開場するにあ

たり、感染対策を徹底し、多くの利用者が安心安全に利
用できるように努めた。

沼田給食センター管理 179,621 　学校給食の能率的、効果的な運営を図るとともに、学
費 校給食充実計画に基づいた学校給食の提供を図った。
【教育総務課】

繰越明許費（外書） 7,700

11 1 農林水産施設災害復旧 83,973 　集中豪雨により被災した農地・農業用施設及び林道の
事業 復旧を行い、農地及び施設機能の維持を図った。

【農林課】   ・修繕　　５９件
  ・委託　　２０件
　・機械賃料　３件

11 2 土木施設災害復旧事業 40,932 　公共土木施設の被災箇所について災害復旧工事を実施
【建設課】 し、公共土木施設の適切な管理に努めた。

賦課徴税費 5,734 　国保税の適正な賦課徴収のため、電算委託等を行い業
【国保年金課】 務の効率化を図るとともに、広報チラシの作成・配布を

行い、納税意識の向上に努めた。

保険給付費 3,920,943 　国保被保険者の医療費のうち、一般７割、未就学児８
【国保年金課】 割、７０歳代前半８割（現役並所得者は７割）を国保よ

り負担した。また、自己負担限度額を超えた額の高額療
療費及び出産育児一時金、葬祭費・傷病手当金の給付を
実施した。
　・国保加入世帯数　　７，００５世帯
　・国保被保険者数　　１１，０３０人

国民健康保険事業費 1,551,553 　平成３０年度から群馬県が国保財政の運営主体になっ
納付金 たことに伴い、県全体の医療給付費等の経費を按分した
【国保年金課】 国保事業費納付金を納付し、医療保険制度の安定を図っ

た。

国民健
康保険
特別会
計
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人間ドック検診事業 20,563 　疾病の早期発見、早期治療により被保険者の健康保持
【国保年金課】 を図るため、人間ドックの検診費を助成した。

　・助成受診者数　　１，２４４人
　・指定医療機関　　　　１６機関

特定健康診査等事業費 38,028 　国保被保険者の特定健診を実施し、健診結果により必
【国保年金課】 要な保健指導を実施し、生活習慣病の予防を図った。

　・特定健診　受診者数 ３，６４７人
　　　　　　　受診率 　４０．９６％
　・特定保健指導　実施者数   ７７人

後期高齢者医療広域連 684,776 　群馬県後期高齢者医療広域連合が運営主体となり、市
合納付金 町村は、窓口事務及び保険料の徴収事務を行い、特別会
【国保年金課】 計より公費負担分及び徴収した保険料を納付し、適正な

運用を図った。
　・後期高齢者被保険者数　　　８，６６０人
　・療養給付　　　　　　　１９２，５１１件
　・費用額　　　　　８，７１８，４９１千円
　・高額療養費　　　　　　　　８，４２９件
　・葬祭費　　　　　　　　　　　　５７３件

認定調査事業 18,180 　訪問調査員を７人雇用の上、訪問調査を実施し、適正
【介護高齢課】 かつ公平な要介護・要支援認定に努めた。

保険給付費 5,574,837 　介護保険法に基づき、要介護・要支援状態にある被保
【介護高齢課】 険者が利用する介護サービスに対し、必要な保険給付を

行うことによって、保健医療の向上及び福祉の増進に努
めた。

介護予防・生活支援 108,512 　要支援及び事業対象者に対する事業として、訪問や通
サービス事業 所により、要介護状態となることの予防又は要介護状態
【介護高齢課】 等の軽減若しくは悪化の防止を目的としてサービスを提

供した。

健康教育事業 2,613 　全ての第１号被保険者を対象に、運動機能、口腔、栄
【健康課】 養及び認知症予防等の複合的な介護予防教室や健康相談

を実施し、介護予防に関する知識の普及・啓発や地域に
おける自主的な介護予防に資する活動の育成・支援を行
った。
　・健康教育　参加延人数　６，４１７人
　・健康相談　参加延人数　　　２５５人

包括的・継続的ケアマ 6,319 　要支援及び事業対象者が介護予防・日常生活支援総合
ネジメント事業 事業サービスを利用するため、介護予防ケアマネジメン
【介護高齢課】 トを行い、サービス提供が確保されるよう連絡調整等を

行うことにより、高齢者が住み慣れた地域で安心して生
活を継続することができるよう支援に努めた。
　・介護予防ケアマネジメントの作成数　１，８９６件

後期高
齢者医
療特別
会 計

介護保
険特別
会 計
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「食」の自立支援事業 4,066 　食事の準備が困難なひとり暮らし高齢者に昼食の弁当
【介護高齢課】 を届け、併せて配達時に安否確認を行った。

　・利用者数　１２７人、配食数　６，０６５食

生活支援体制整備事業 4,375 　「お互いさまのまちづくり」として、高齢者ができる
【介護高齢課】 限り住み慣れた地域で自分らしい生活を送ることができ

るよう、住民主体の協議体と生活支援コーディネーター
が中学校区単位で勉強会を開催し、地域課題に取り組ん
でいる。

認知症地域支援推進員 2,755 　認知症になっても住み慣れた地域で生活を継続するた

事業 め、認知症地域支援推進員を配置し、認知症の高齢者や

【介護高齢課】 家族への支援を行い、医療、介護及び生活支援等のサー
ビスにつなげた。また、認知症への理解を深めるため地
域住民への普及啓発と認知症にやさしい地域づくりネッ
トワークの周知普及活動を実施した。

認知症初期集中支援推 2,500 　認知症になっても住み慣れた地域で生活を継続するた

進事業 め、認知症の人や家族に早期に関わる認知症初期集中支

【介護高齢課】 援チームを設置し、認知症の早期診断・早期対応に向け
た支援体制を構築することを目的に、群馬県認知症疾患
医療センター内田病院に委託し実施した。
　・依頼件数　　　　　５件
　・訪問延べ件数　　７６件
　・電話相談件数　２７８件

太陽光発電施設管理事 2,601 　再生可能エネルギーを活用した環境負荷の低減と、市
業 有地の有効利用を目的に整備した太陽光発電所の適切な
【環境課】 維持管理に努め、安定した発電及び売電を行った。

　売電実績

小水力発電施設整備事 1,495 　利根町平川地内における小水力発電施設整備に係る関
業 係法令手続き、事業用地取得、工場検査等を行った。
【環境課】

電気事
業特別
会 計

施設名
12,342,998

多那太陽光発電所 6,777,059

電力量（kWh） 金額（円）

合　計 482,830 19,120,057

佐山太陽光発電所 311,692
171,138
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令和４年度沼田市定額基金運用状況報告書 
 

 

 

地方自治法第２４１条第５項の規定により、本市の令和４年度における 

 

定額基金の運用状況を報告いたします。  

 

 

 

 

＊沼 田 市 土 地 開 発 基 金 

 

＊沼 田 市 奨 学 資 金 貸 付 基 金 

 

 

 

 

 

令和５年８月３０日 
 

 

 

 

 

   沼田市議会議長  中 村 浩 二  様 
 

 

 

 

 

                                            
      沼田市長  星 野   稔  



第１表　　総括 （単位：円）

前年度末
現在額

本年度中
増減額

本年度末
現在額

区　分
前年度末
現在額

本年度の増 本年度の減
本年度末
現在額

　現金 73,785,383 73,785,383

　土地等 246,138,755 246,138,755

第２表　　土地等現在高明細 （単位：円）

金 額

18,037,345

14,190,000

13,212,147

101,542,311

4,434,996

1,346,436

26,208,000

52,500,000

14,667,520

246,138,755

赤城西麓土地改良事業関係土地処理事業に伴う用地購入費

合 計

市道側道善桂寺岡谷南線道路改良工事に伴う用地購入費及び支障物件補償費

升形小学校教材園取得事業に伴う用地購入費

市道西中南通り線道路整備事業に伴う用地購入費

沼田市都市計画道路３・５・２号駅前通り線（駅前広場）事業に伴う用地購入費及び支障物件補償費

市道上原中央線道路整備事業に伴う用地購入費

白沢学童クラブ事業に伴う用地購入費

市道新町沼須線道路改良工事に伴う用地購入費

件 名

白沢村地域特産物展示販売施設駐車場事業に伴う用地購入費

令 和 ４ 年 度　　沼 田 市 土 地 開 発 基 金 運 用 状 況

319,924,138 0 319,924,138

基　　　金　　　の　　　額 運　　　　　　　用　　　　　　　額　
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返　済

前年度末 本年度中 本年度中 前年度末 本年度末

現在額 増減額 現在額 現在額  現在額

現　金 100,935,000 14,465,500 7,560,000 107,840,500

貸付金 84,945,000 7,560,000 14,265,500 78,239,500

現　金 96,211,000 14,974,000 10,250,000 100,935,000

貸付金 89,669,000 10,250,000 14,974,000 84,945,000

現　金 4,724,000 △ 508,500 △ 2,690,000 6,905,500

貸付金 △ 4,724,000 △ 2,690,000 △ 708,500 △ 6,705,500

◎令和４年度末貸付状況 　　　４１７名 　◎令和４年度返済状況

　【内　訳】     　・５４名    　１４，２６５，５００円

　　・高校生　　　　　　　　 ２２２名

　　・大学・短大生等　　　 　１９５名

　　※令和４年度新規貸付者　 　　２名

　       （大学生等２名）

令 和 ４ 年 度　　奨 学 資 金 貸 付 基 金 運 用 状 況

4 185,880,000 200,000 186,080,000

　　　　　　（単位：円）　　

比
較

0 200,000 200,000

免除額

3 0 185,880,000

本年度の減

年
度

基　金　の　額 運　　　用　　　額

185,880,000

摘要
区分 本年度の増

- 2 -


